















































































































 中国文学珍本叢書所収（1936 年、上海雑誌公司） 
 本の前に「貝叶山房張氏藏版という刊本に基づいて排印した」と書かれ、
湖海士の序文があり、周作人が表紙を題した。（未見） 




















































































































『西湖佳話』は 16 巻があり、その内容は表 1 のようである。 
表 1.『西湖佳話』と『西湖二集』及び「三言」の比較 
『西湖佳話』 主要人物 『西湖二集』 「三言」 
葛嶺仙迹 葛洪  『喩』巻三十  明悟禅師赶五戒 
白堤政迹 白居易  『警』巻二十八 白娘子永鎮雷峰塔 
六橋才迹 蘇東坡  





 『警』巻二十八 白娘子永鎮雷峰塔 
孤山隠迹 林和靖  『警』巻二十八 白娘子永鎮雷峰塔 
西泠韵迹 蘇小小   
岳墳忠迹 岳飛  『喩』巻三十二 游鄷都胡母迪吟詩 
三台梦迹 于謙   
南屏醉迹 済顛   
虎溪笑迹 辨才   












三生石迹 圓沢 李源  『喩』巻三十   明悟禅師赶五戒 
梅嶼恨迹 馮玄（小青）   
雷峰怪迹 許宣 白娘子  『警』巻二十八 白娘子永鎮雷峰塔 
放生善迹 蓮池   

























































































 宋・趙与時 『賓退録』 卷五 
 元・佚名 『宣和遺事』 ｢大観二年｣9 
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A. 史書類 
宋・薛居正等 『旧五代史』 巻百三十三 列傳 
宋・欧陽修 『五代史記』 巻六十七「呉越世家」第七 
明・胡宗憲等 『浙江通史』 巻二七九『呉越備史』「銭王射潮」 
B. 小説類 
宋・趙与時 『賓退録』 卷五 
元・佚名 『宣和遺事』 ｢大観二年」 
元・劉一清 『銭塘遺事』  卷一「梦吴越王取故地」 
元・陶宗儀 『南村輟耕録』 巻十九 銭武粛鉄券 
明・田汝成 『西湖遊覧誌餘』巻一、巻二「帝王都会」巻二十一 
   「委巷叢談」 
明・張岱 『西湖夢尋』 「西湖南路」「銭王祠」 
明・馮夢龍 『喩世明言』 巻二十一「臨安里銭婆留発跡」 
  巻三十二「游鄷都胡母迪吟詩」 
  『警世通言』 巻二十三「楽小舍拚生覓偶」 
明・周清原 『西湖二集』 巻一「呉越王再世索江山」巻八 
  「寿禅師两生符宿愿」 
  巻十五「文昌司怜才慢注禄籍」 
清・古呉墨浪子 『西湖佳話』 「銭塘覇跡」 
清・陳樹基 『西湖拾遺』 「銭王崛起呉越創雄藩」 
C. 民間故事類 
1987  『山海経外編』 「銭王射潮」「銭江潮的来源」 
1989  『杭州市故事巻』 「銭王出世」「銭王妙計治銭塘」 
1991  『嘉興市故事巻』 「制龍王」「造銭塘」 





表 2. 銭鏐の物語の比較  （※無＜極略＜略＜略詳＜詳＜極詳） 
 A.史書類 B.小説類 C. D. 
 a 旧五 b 五代 c 誌餘 d 夢尋 e 三言 f 二集 g 佳話 h 拾遺 i 民間 ｊ金鋼鳳 
誕生異兆 無 無 略 略 極詳 極詳 略 同 f 有 無 
王者の風格 無 略詳 同 b 無 極詳 極詳 無 同 f  同 b 
無頼・私塩 極略 略詳 同 b 極略 極詳 略 略 同 f 有 同 b 













 同 b 
劉漢宏を撃退 略詳 極詳 極略 極略 極詳 極詳 極詳 同 f  同 b 
董昌を誅伐 略 極詳 同 b 極略 極詳 極詳 極詳 同 f 有 同 b 
呉越王 詳 詳 極詳 極略 略 極略 詳 同 f 有 同 b 
羅隠 極詳 略 極詳 無 無 極詳 詳 同 f 有 無 
衣錦帰郷 極詳 極詳 同 b 詳 極詳 極詳 極詳 同 f  無 
十四州・千年 無 無 無 詳 極詳 極詳 極詳 同 f  無 
治水・射潮 無 無 無 極略詩 極詳 極詳 極詳 同 f 有 略 


















































以上（約 4500 字/全篇 17000 字）の篇幅で詳しく叙述したことに対して、
『西湖二集』の方が四十分の一ぐらいであり、明らかに省略したことが分




    本分營生不做，花拳繡腿專工，棍槍呼喝騁英雄，說著些
兒拈弄。 

















































































表 3. 黄巣軍との戦いの人数の比較 
 兵隊人数 敵数 殺敵数
A.『五代史記』、 
『西湖遊覧誌餘』 
二十 数千 数百 
B.「臨安里銭婆留発跡」 三百 数万―＞前隊（数千と推定） 五百余り
C1.『西湖二集』 二十 五千 五六百
C2.『西湖拾遺』 二千 五千 五六百
 「臨安里銭婆留発跡」では敵の兵力は明記されていないが、「斬首するこ
と五百餘」とあるからには『五代史記』と同様に数千人とすべきであろう。 





























宋・尤袤  『全唐詩話』 卷六   「僧貫休」 
宋・計有功  『唐詩紀事』 卷七十五   「僧貫休」 













『續湘山野錄』   宋・文瑩12 
『南村輟耕錄』   元・陶宗儀13 
『舌華錄』   明・曹臣編14 
『西湖遊覽志馀』 明・田汝成  十四巻「方外玄踪｣15 


























































































































































































































































て、表 4 を見ればよく分かるように、34 巻の『西湖二集』の中で「洪武爺」







前に入れたコマ数 ○○爺 数 
2 洪武爺 172
2 永楽爺 26 
1 成化爺 30 
1 正统爺 10 
1 建文爺 8 
1 天顺爺 7 
1 景泰爺 6 
1 弘治爺 4 
1 嘉靖爺 1 


























































東漢・許慎  『説文』 
唐・孫光憲  『北夢瑣言』 
宋・欧陽修  『五代史記』 
宋・趙与時  『賓退録』 
宋・文瑩   『續湘山野錄』 
宋・呉自牧  『夢粱録』 
宋・薛居正等  『旧五代史』 
宋・耐得翁  『都城紀勝』 
宋・西湖老人  『西湖老人繁勝録』 
宋・周密   『武林旧事』 
元・陶宗儀  『輟耕録』 
元・佚名   『宣和遺事』 
元・刘一清  『銭塘遺事』 
元・陶宗儀  『南村輟耕録』 
明・宋濂等  『元史』 
明・楊士奇等  『太祖實錄』 
明・洪楩   『西湖三塔記』 
明・田汝成  『西湖遊覧誌』 
明・田汝成  『西湖遊覧誌餘』 
明・馮夢龍  『喩世明言』 
明・馮夢龍  『警世通言』 
明・馮夢龍  『醒世恒言』 
明・馮夢龍  『情史類略』 
明・馮夢龍  『情史』 
明・李昌祺  『剪灯余話』 
明・凌濛初  『初刻拍案驚奇』 
明・凌濛初  『二刻拍案驚奇』 
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明・沈国元  『皇明从信録』 
明・陸人龍  『型世言』 
明・西湖漁隱主人  『歓喜冤家』 
明・瞿佑   『剪燈新話』 
明・胡宗憲等  『浙江通史』 
明・曹臣編  『舌華錄』 
明・郎瑛   『七修類稿』 
明・張岱   『西湖夢尋』 
明・葉盛   『水東日記』 
明・餘繼登  『典故紀聞』 
清・談遷   『北遊録』 
清・古呉墨浪子  『西湖佳話』 
清・陳樹基  『西湖拾遺』 
清・李鼎   『西湖小史』 
清・古呉墨浪子  『通俗西湖佳話四巻』 
清・朱彭   『西湖遺事』 
清・湖上笠翁  『湖上嘉話』（別名『西泠故事伝奇』） 
清   『明史』 
清・李衞   『西湖志』 
清・鄧琳   『虞鄉志略』 
清・黄文暘等  『曲海総目提要』  
淸・鄧鍾玉  『金華県志』 
淸・季念詒  『江陰縣志』 




































344 言語と文化論集 №19 
楊玉峰「『西湖二集』作者周清原辨誤」香港龍門書店 1969. p65 




説と戯曲について 』『人文研究』 (135), pp.23-56, 1999 













































































                                                   
1  1958 年古典文学出版社、1980 年上海古籍出版社重印本がある。 
2  1985 年浙江古典出版社。ただし、節本。 
3 張慧禾「古代杭州小説」『浙江大学博士論文』2007 
4 「『西湖二集』所反映的明代社会」『小説雑談』上海良友図書印刷公司 1936 






















8 鈴木陽一「小説における「読み」と「語り」」1997 に言及した。 
9 『宣和遺事』元集宋·佚名 
【大観二年】徽宗隔夜梦吴越銭主，以手挽徽宗御衣云：“我好来朝你
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15「貫休者，以詩謁錢武肅王雲：“貴逼身來不自由，幾年辛苦踏山丘。滿
堂花醉三千客，一劍霜寒十四州。萊子衣裳宮錦窄，謝公篇詠綺霞羞。他
年名上凌雲閣，豈羨當時萬戶侯？”王愛其詩，遣客謂曰：“教和尚改十
四州為四十州，方與相見。”休曰：“州亦難添，詩亦難改，閒雲孤鶴，
何天不可飛耶？”飄然入蜀。」 
16 「屯難之世，君子遭遇不幸往往有之。唐進士章魯封與羅隠齊名，皆浙中
人，頻舉不第，聲采甚著。錢尚父土豪倔起，號錢塘八都，洎破董昌，奄
有杭越。於是章、羅二士罹其籠罩。然其出於草萊，未諳事體，重縣宰而
輕郎官，嘗曰：“某人非才，只可作郎官，不堪作縣令。”即可知也。以
章魯封為表奏孔目官，章拒而見笞。差羅隠宰錢塘，皆畏死禀命也。章、
羅以之為恥，錢公用之為榮。玉石俱焚，籲，可惜也！」 
